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Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、２
月
３
日（
金
）、大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、「
第
41
回
中
央
委
員
会
」を
開
催
し
、コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

を
講
じ
た
会
場
に
、委
員
、来
賓
、執
行
部
、傍
聴
者
な
ど
、約
２
０
０
名
が
参
集
し
た
。議
長
団
に
、須
原
委
員（
神
戸
地
本
）、山
根
委

員（
広
島
地
本
）を
選
出
し
、議
事
が
進
め
ら
れ
た
。冒
頭
、上
村
中
央
執
行
委
員
長
が
、「
安
全
確
立
」「
23
春
闘
」「
離
職
」「
政
治
」に

つい
て
、課
題
提
起
を
行
な
っ
た
。特
に
、23
春
闘
に
つい
て
、「
年
間
臨
給
５・０
箇
月
を
掲
げ
、反
転
攻
勢
に
転
じ
る
」と
の
力
強
く
述
べ
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
の
中
心
的
立
場
と
し
て
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
全
体
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、支
援
し
て
い
く
と
の

決
意
を
表
明
し
た
。全
体
質
疑
で
は
、各
地
本
、総
支
部
か
ら
、真
摯
で
切
実
な
声
が
上
が
っ
た
。そ
の
声
を
受
け
、羽
野
書
記
長
が
、総

括
答
弁
で
、「
失
っ
た
も
の
は
取
り
戻
す
」と
、組
合
員
の
思
い
を
表
明
し
、全
て
の
議
事
を
満
場
一致
で
承
認
し
、上
村
委
員
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

 

●「
新
春
安
全
の
集
い
」で
、福
知

山
線
列
車
事
故
ご
被
害
者
対
応

本
部
で
働
く
若
手
組
合
員
に
、

講
演
を
い
た
だ
い
た
。会
社
全
体

で
、事
故
後
入
社
社
員
が
59
％

と
な
り
、対
応
本
部
で
も
、３
割

と
な
って
い
る
。事
故
に
つい
て
今

一
度
考
え
る
機
会
と
なっ
た
。

　

会
社
員
に
代
わ
り
ご
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
々
の
対
応
を
行
っ
て

い
る
仲
間
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

●
本
社
間
接
部
門
で
は
、近
統・

中
統
に
先
立
ち
、大
規
模
な
組

織
体
制
見
直
し・要
員
の
削
減
が

実
施
さ
れ
、１
年
半
が
経
過
し

た
。
本
社
間
接
は
人
員
は
減
少

し
た
が
業
務
は
減
っ
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ
増
え
て
お
り
、12
月
末
で

の
長
時
間
労
働
実
績
で
は
、前

年
比
14
％
増
で
、２
０
２
０
年
の

本
社
社
員
３
割
削
減
の
組
織
体

制
見
直
し
検
討
時
期
と
比
べ
て
、

33
％
増
と
な
って
い
る
。近
統・中

統
の
組
織
改
編
に
つい
て
も
振
り

返
り
、軌
道
修
正
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
、ま
ず
は
施
策
実
行
後

の
会
社
に
よ
る
自
発
的
な
Ｃ

（
チ
ェッ
ク
）と
Ａ（
修
正
）を
行
う

よ
う
お
願
い
す
る
。

●
大
企
業
の
本
社
間
接
社
員
に
、

小
学
生
レ
ベ
ル
の
ス
ペ
ッ
ク
Ｐ
Ｃ

を
貸
与
し
続
け
る
点
は
、早
急

に
改
善
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

者
受
け
入
れ・対
応
の
大
阪
鉄
道

病
院
や
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の

離
職
が
止
ま
ら
な
い
。昨
年
１
年

間
で
40
名
、新
規
採
用
27
名
を

大
き
く
上
回
る
状
況
で
あ
る
。

●
在
宅
勤
務
手
当
新
設
を
強
く

求
め
る
。什
器
の
整
備
、光
熱
費

等
、テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
組
合
員
の

経
費
負
担
は
増
え
る
ば
か
り
で

あ
る
。

●『
次
期
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
け
る

「
奈
良
線
の
複
線
化
」、「
う
め
き

た
地
下
線
」』だ
が
、大
工
所・大

電
所
組
合
員
が
、36
協
定
に
定

め
る
特
別
延
長
時
間
５
３
０
時

間
ギ
リ
ギ
リ
の
状
況
で
、業
務
を

行
って
い
る
。

　

大
電
所・大
工
所
が
求
め
る
エ

リ
ア
手
当
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行

手
当・一
時
金
を
是
非
と
も
お
願

い
す
る
。

●
福
知
山
線
列
車
事
故
か
ら
18

年
目
と
な
り
、湖
西
線
近
江
舞
子

駅
除
雪
作
業
員
触
車
死
亡
事
故

か
ら
15
年
が
経
過
し
た
。本
年
も

事
故
発
生
の
１
月
17
日
に
、中
央

本
部
田
中
伸
樹
部
長
に
も
お
越
し

い
た
だ
き
、献
花
を
行
っ
た
。

　

10
月
15
日
、吹
田
貨
物
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
、
12
月
２
日
、
草
津
駅
構

内
で
、い
ず
れ
も
直
轄
で
の
レ
ー
ル

ボ
ン
ド
の
補
修
作
業
中
に
、
あ
わ

や
触
車
と
い
う
事
象
を
発
生
さ
せ

て
し
ま
っ
た
。
ど
ち
ら
も
思
い
込

み
に
よ
る
錯
誤
か
ら
く
る
確
認
不

足
で
、
近
畿
協
議
会
と
し
て
、背

後
要
因
・
ハ
ー
ド
対
策
の
検
討
も

要
請
し
た
。

●
昨
年
10
月
に
新
近
畿
統
括
本

部
が
発
足
。１
月
24
日
の
大
雪
に

よ
る
ポ
イ
ン
ト
不
転
換
で
、
駅
間

停
車
が
発
生
し
、多
く
の
お
客
様

に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
。
さ
ら

に
、26
日
未
明
に
は
、湖
西
線
比
良

駅
に
て
除
雪
協
力
員
が
作
業
中

に
線
路
に
転
落
、対
向
発
車
待
ち

の
運
転
士
が
防
護
無
線
を
発
報
す

る
事
象
も
発
生
し
た
。し
っ
か
り
と

会
社
と
議
論
し
て
い
き
た
い
。

●
今
年
度
は
、う
め
き
た
新
駅
の

開
業
、第
２
期
奈
良
線
複
線
化
の

完
成
が
あ
り
、そ
れ
に
伴
う
業
務

体
制
の
見
直
し
、
遠
隔
Ｍ
Ｖ
の
新

設
に
伴
う
駅
窓
口
体
制
の
見
直

し
、車
両
系
統
の
北
陸
新
幹
線
開

業
を
見
据
え
た
業
務
体
制
の
見

直
し
な
ど
、多
く
の
施
策
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

●
組
織
に
つい
て
、京
都
地
本
の
支

部・分
会・青
年
女
性
委
員
会
が
一

丸
と
な
り
、２
０
２
２
年
度
の
新
入

社
員
及
び
10
月
期・11
月
期
の
中

途
採
用
者
の
新
入
組
合
員
の
全
員

加
入
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

●
政
治
に
つ
い
て
、昨
年
は
、Ｊ
Ｒ

西
労
組
出
身
で
あ
る
滋
賀
県
三
日

月
知
事
の
３
選
を
勝
ち
取
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

今
春
は
統
一
地
本
選
挙
が
あ

る
。梶
原
議
員
は
、４
年
前
、や
る

気
と
元
気
で
、初
当
選
を
果
た
し

た
。そ
の
後
、チ
ー
ム
京
都
地
本
と

し
て
、大
伴
塁
氏
と
連
携
し
、長
岡

京
市
議
会
で
も
意
見
書
が
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
た
実
績
も
あ
る
。

雪
害
の
対
応
も
先
頭
に
立
っ
て
行

動
さ
れ
た
。必
ず
２
期
目
の
当
選

を
果
た
せ
る
よ
う
、京
都
地
本
一丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
。

●
春
闘
に
つ
い
て
、こ
の
約
３
年
間

で
我
々
は
ジ
ャ
ン
プ
を
す
る
た
め
、一

旦
屈
ん
で
大
き
く
飛
躍
す
る
準
備

を
し
て
き
た
。も
う
こ
れ
以
上
は

屈
め
な
い
。ベ
ア
要
求
、年
間
臨
給

で
の
50
要
求
の
意
義
を
会
社
に
訴

え
て
い
た
だ
き
、満
額
回
答
を
強

く
要
請
す
る
。

●
２
月
25
日
に
、３
年
ぶ
り
と
な
る

「
第
26
回
京
都
駅
ビ
ル
大
階
段
駈

け
上
が
り
大
会
」が
開
催
さ
れ
る
。

春
闘
勝
利
の
機
運
を
高
め
る
大
会

と
し
た
い
。

 

●
安
全
に
つ
い
て
、１
月
７
日
に

祈
り
の
杜
へ
献
花
行
動
、１
月
14

日
に「
安
全
の
集
い
」を
開
催

し
、事
故
を
心
に
刻
む
取
り
組

み
を
行
な
って
き
た
。

　

安
全
考
動
計
画
２
０
２
２
を

振
り
返
り
、次
期
計
画
の
も
と
、

安
全
の
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、今
の
会

社
は
設
備
投
資
や
保
全
に
対
す

る
考
え
方
、物
事
の
判
断
が
対
処

療
法
的
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

　

事
実
、今
年
度
は
部
内
原
因

に
よ
る
輸
送
障
害
が
増
加
し
て

い
る
。先
日
の
雪
害
に
お
い
て

も
、事
前
に
気
象
情
報
を
把
握

し
、対
外
的
に
は
列
車
乱
れ
の

恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
ア
ナ
ウ
ン
ス

し
て
い
た
も
の
の
、列
車
運
行
を

続
け
、結
果
、社
会
か
ら
非
難
を

受
け
た
。

　

大
き
な
事
故
や
事
象
が
発
生

す
る
前
に
、安
全
に
関
し
て
は
、

対
処
療
法
で
は
な
く
、「
攻
め
の

保
全
」を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
が
、本
部
の
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

●
組
織
の
大
単
位
化
に
対
し
、

業
務
量
は
変
わ
ら
ず
、会
議
が

増
え
て
い
る
と
いっ
た
声
が
聞
か

れ
る
。こ
れ
ら
の
課
題
は
、統
括

本
部
内
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、本
部・本
社
間
で
議
論
い
た

だ
く
内
容
で
も
あ
る
。

●
23
春
闘
に
つ
い
て
、異
次
元
の

物
価
上
昇
に
加
え
、Ｊ
Ｒ
西
日

本
の
ご
利
用
実
態
は
、コ
ロ
ナ
前

の
９
割
に
、未
だ
届
か
な
い
。

　

中
央
闘
争
委
員
会
に
は
、ベ

ア
３,
０
０
０
円
、年
間
臨
給
５・

０
カ
月
の
満
額
回
答
に
向
け
て
、

「
若
手
社
員
の
将
来
へ
の
希
望

を
取
り
戻
す
た
め
」「
Ｋ
字
回

復
の
好
況
な
他
産
業
に
し
が
み

つ
い
て
い
く
た
め
」そ
し
て
何
よ

り
、「
組
合
員
の
傷
ん
だ
生
活
を

改
善
す
る
た
め
」に
も
、本
春
闘

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

４
月
に
控
え
る
統
一
地
方
選

挙
で
は
、10
期
40
年
勤
め
ら
れ
た

楠
木
忠
司
岡
山
市
議
が
今
期
で

ご
勇
退
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、後
継

者
と
し
て「
尾
上（
お
の
う
え
）武

志
」氏
を
岡
山
地
本
と
し
て
推

薦
決
定
し
て
い
る
。何
と
し
て
も

尾
上
氏
の
当
選
を
勝
ち
取
り
、

私
た
ち
の
政
治
課
題
を
市
政
へ

反
映
さ
せ
る
よ
う
、取
り
組
む

決
意
を
お
伝
え
し
て
お
く
。
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全
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質
疑

小
林
委
員
（
本
社
総
支
部
）

施
策
後
の

　
　

会
社
の
具
体
的
な
C
と
A
を

藤
森
委
員
（
京
都
地
方
本
部
）

大
き
く
飛
躍
す
る
春
闘
に
! !

安
全
に
対
し
て「
攻
め
の
保
全
」を
！

今
井
委
員
（
岡
山
地
方
本
部
）

特集

安
全
を
基
礎
に

　
総
団
結
で
未
来
を
切
り
拓
こ
う
！

年
間
臨
給
５・０
箇
月
を
掲
げ

　
　
　
　
　
　

反
転
攻
勢
に
転
じ
る

 


